
川崎市中央卸売市場北部市場

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年数量 5,772 5,617 5,290 5,680 5,548 5,225 5,348 5,768 5,504 6,107 6,007 6,161

2025年数量 5,557 5,262 5,453 5,493

2024年平均単価 223 242 286 303 298 270 287 303 323 286 284 321

2025年平均単価 326 314 326 303
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平均単価（円/kg）取扱数量（トン）
【野菜】

４月中旬までは、畑で栽培される土物を中心に価格高となりましたが、中旬以降は、

キュウリやカボチャなどの果菜類, レタスやセロリなどの洋菜類の売れ残りが目立ちました。

前年に比べ数量はやや減少し、平均単価は横ばいに推移しました。

前年比数量 ９７％、単価 １００％で終了しました。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年数量 1,249 1,338 1,003 778 816 1,006 1,479 1,311 841 861 1,125 1,378

2025年数量 970 843 673 604

2024年平均単価 518 532 573 610 540 471 443 567 539 485 443 546

2025年平均単価 636 647 699 622
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平均価格（円／kg）取扱数量（トン） 【果実】

中晩柑類やりんごの在庫の少なさや、いちごの過熟果によるロスなどが原因となり、

入荷が減少しました。

そのため、前年に比べ数量はかなり減少しました。単価についてはやや増加しました。

前年比数量 ７８％、単価 １０２％で終了しました。

令和７年(２０２５年)４月 青果部種類別市況


